
道路2　国道11号の一次改築（徳島県）
Ｎｏ. 資料名 ストック効果に関する記述

徳島48 松茂町誌編纂委員会編「松茂町誌　中
巻」（松茂町、1976年）、705頁

国道一一号線
　昭和二五年（一九五〇）より長原港線の交差点～大津境までを国道一一号線として建設を始め、昭
和二七年一二月四日に完成と同時に鯛浜～長原港線の交差点までの軍用道路と合わせて一級国道
一一号線に指定された。その結果、鯛浜～大津境までの大動脈が誕生したわけである。また昭和三〇
年には完全舗装が終了した。
　現在では一般国道一一号線と名称も変わり、交通量も年ごとに増大し、産業・経済の発展に大きな役
割りを果たしている。
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